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別添

警察用船舶運用要領

第１ 趣旨

この要領は、生活安全部地域課に配備された警察用船舶の運用に関し、地域警察運営規

則（昭和44年国家公安委員会規則第５号）その他関係法令に定めるもののほか、必要な事

項を定めるものとする。

第２ 運用目的

警察用船舶は、海上での各種犯罪の未然防止及び検挙のための活動、事件事故に対する

初動措置等を行うことを目的として運用するものとする。

第３ 運用体制

１ 運用責任者

(1) 警察用船舶の運用責任者は、生活安全部地域課長（以下「地域課長」という。）と

する。

(2) 運用責任者は、警察用船舶の計画的かつ効果的な運用及び安全な運航の確保のため

に必要な事務を行うものとする。

２ 船長等

(1) 地域課長は、船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和26年法律第149号）に定めると

ころにより必要とされる種類の海技免状を有する者の中から船長及び甲板員（船員）

を指名する。

(2) 船長は、船員法（昭和22年法律第100号）第37条に基づく大分運輸支局への届出に

係る事務を行わなければならない。

(3) 船長は、天候や海況等の状況により、船舶の安全航行に支障があると判断した場合、

警察用船舶の欠航、航行の中断等を決定する権限を有する。

３ 警察用船舶の運航

(1) 警察用船舶を運航するときは、船長が必ず乗船しなければならない。

(2) 船長は、補助員として甲板員（船員）を原則として１名以上乗船させなければなら

ない。ただし、甲板員（船員）を確保できないなど、地域課長がやむを得ないと認め

た場合は、船長単独で運航できるものとする。

第４ 警察用船舶の活動

１ 活動区域

警察用船舶の活動区域は、原則として、大分県内沿岸区域（20海里以内）とする。

ただし、他の都道府県警察からの援助要請があった場合で、地域課長が当該区域外で

の活動が必要と認めたときは、この限りではない。

２ 活動時間

警察用船舶の活動時間は、原則として、日の出から日没までの間とする。ただし、こ

れ以外の時間に活動する必要があると地域課長が認めた場合は、この限りではない。

３ 活動種別

警察用船舶の活動種別は、次に掲げるとおりとする。



(1) 警ら活動

海上における警ら（警ら中に行う訪船連絡及び事件・事故の取扱いを含む。）活動

(2) 訪船活動

訪船連絡のみを目的として行う活動

(3) 捜索救助

ア 船舶の遭難、転覆、火災等により遭難した船舶又は人の捜索救助

イ 水中への転落者、漂流者等の捜索救助

(4) 保護・その他取扱い

病人、負傷者等の保護その他の取扱い

(5) 捜査・公害事犯

捜査担当係からの要請により行う犯罪捜査

(6) 警戒・警備

治安警備、災害警備、雑踏警備等の警戒・警備

(7) 警衛・警護

警衛又は警護のための、あらかじめ指示された業務

(8) 変死取扱い

溺死体、漂流死体、船内等の死体（犯罪に関係のないものに限る。）等の処理その

他の取扱い

(9) 漂流物拾得

漂流船舶その他の漂流物の拾得取扱い

(10) 護送

離島等からの被疑者の護送又は引き当たり捜査等の護送

(11) 広報活動

海事関係法令等の啓発等の各種広報活動

(12) 調査・特命

地形地物、天候等の調査及び専務係からの依頼による調査並びに地域課長からの特

命事項への従事

(13) 訓練

操船訓練、無線通話訓練、救助訓練、警備訓練等の各種訓練

(14) 試運転・整備

船舶の整備のための試運転又は定期検査のための検査場所への回航

第５ 警察用船舶の活動に係る留意事項

１ 次に掲げる場合は、警察用船舶の活動を行わない。

(1) 故障

機関又は装備機器の故障、船体の破損等の場合

(2) 定期検査・整備

定期検査又は整備を行う場合

(3) 悪天候



暴風雨、強風、雪、霧等による視界不良その他の気象状況により運航できない場合

(4) 待機

運用を計画していない日時において事件・事故等の取扱いの必要が生じたときに備

えて待機する場合

(5) 要員不足

船舶勤務員の休暇その他船舶用務以外の業務のため活動できない場合

(6) 燃料不足

運用するための燃料が不足している場合

(7) その他

前記(1)から(6)までに掲げるもののほか、警察用船舶の活動ができない場合

２ 事件・事故に対する措置

事件・事故の処理に当たっては、負傷者の救護、犯人の逮捕、危険防止、現場保存等

の初動措置をとった後、当該水域を管轄する警察署長に引き継ぐものとする。

第６ 運用計画及び報告

１ 月間運用計画

船長は、警察用船舶を効率的に運用するため、毎月25日までに翌月分の警備艇「ゆふ」

月間運用計画（別記様式１）を作成し、地域課長の承認を受けなければならない。

２ 航海日誌

船長は、警察用船舶の活動を終了したときは、その都度、航海日誌（別記様式２及び

３）を作成すること。

３ 管理月報

船長は、毎月船舶管理月報（別記様式４）を作成し、運航状況記録表（別記様式５）

を添付の上、翌月10日までに地域課長に報告すること。

４ 特異事案の報告

船長は、船舶業務従事中に特異事案を認知したときは、その状況を地域課長に報告す

ること。

第７ 派遣要請

１ 派遣の要請及び決定

(1) 警察署長は、次のアからカまでのいずれかに該当する場合で、警察用船舶の派遣を

必要と認めるときは、地域課長に派遣の要請を行うこと。

ア 事件捜査に必要な場合

イ 水中転落が疑われる行方不明者の捜索・救助を行う場合

ウ 沿岸部の大規模イベントで海上からの警戒が必要な場合

エ 離島巡視、巡回連絡等で必要な場合

オ 警察又は他機関との合同行事において警察用船舶が必要な場合

カ その他警察署長が必要と認める場合

(2) 前記(1)の規定による要請を受けた地域課長は、船長と協議・調整の上、当該要請

に係る派遣の可否を決定する。



(3) 要請警察署の警察官等の乗船

前記(1)の規定による要請を行った警察署（以下「要請警察署」という。）の警察官

等が警察用船舶に乗船する際は、次に掲げる事項を遵守すること。

ア 乗船場所は、原則として警察用船舶の係留場所（大分市家島港）とする。ただし、

要請警察署が遠方で指定場所での乗船が困難な場合については、次に掲げる要件を

満たす港から乗船することができる。

(ｱ) 大潮の干潮時で水位が５ｍ以上ある港であること。

(ｲ) 港の管理者の許可を得ていること。

(ｳ) 干潮時でも安全に乗下船できること。

イ 乗船中は、警察用船舶備付けの救命胴衣を着用すること。

ウ 乗船中は、船長の指示に従うこと。

エ 船長の許可無く、計器等に触れたり、船室外に出たりしないこと。

２ 派遣期間

派遣の期間は、原則として３日以内とする。ただし、地域課長が必要と認める場合は、

派遣期間を延長することができる。

３ 派遣期間中の指揮

船長及び甲板員は、派遣先の警察署長の指揮の下、当該派遣に係る任務に従事する。

ただし、船長は、悪天候等で危険を伴うと判断した場合には任務の変更、中止又は中断

をすることができる。

第８ 運用上の留意事項

１ 相互協力

地域課長は、警察本部の各所属及び警察署と緊密に連携し、警察用船舶の機能を十分

に発揮するよう努めるものとする。

２ 体制の確保

地域課長は、警察用船舶の効果的な活動及び有事即応体制の確保のため、船員の確保

に努めなければならない。

附 則

この要領は、令和６年６月10日から施行する。
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８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

0
合計

出航予定 出航 燃料不足要員不足特命悪天整備定期上架故障

訓練調査広報護送漂流物

待機命令

365

運用時間

合計その他試運転

その他

0

変死公害保護警備捜索訪船警ら0


